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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
退
廃
の
象
徴
詩
　
　
―
―
現
代
日
本
の
詩
人
達
へ
―
―

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
６
２
７
Ｂ
Ａ

【
作
者
名
】

　
Ｓ
ａ
ｉ
 

【
あ
ら
す
じ
】

　
現
代
日
本
に
お
い
て
、
詩
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
本
来
の
力
を
失
っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
象
徴
詩
が
日
本
に
紹
介
さ
れ
て
か
ら
、
我
々
は
、
そ
こ
に
あ
る
詩
の

本
質
に
、
未
だ
気
付
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
で
は
一
体
我
々
は
、
何
を

頼
り
に
詩
を
書
け
ば
よ
い
の
か
。
象
徴
詩
が
持
つ
、
本
来
的
な
力
を
、
一
連
の

詩
群
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
。



2

退
廃

言
葉
、
そ
の
、
剥
ぎ
取
ら
れ
た
意
味
を
、
返
し
、
再
び
、
言
葉
に
、
宿
ら
せ
る
。

全
き
、
自
然
の
内
の
、
隠
さ
れ
た
言
葉
、
こ
こ
で
も
、
ま
た
、
我
々
は
対
峙
す

る
。
何
度
も
、
言
葉
、
言
葉
の
、
そ
の
、
内
奥
の
、
響
き
と
。

り
ん
ご
は
、
あ
の
、
退
廃
の
前
日
ま
で
、
り
ん
ご
、
そ
う
、
り
ん
ご
で
あ
っ
た
。

赤
い
皮
の
、
白
い
果
汁
の
、
酸
味
、
甘
味
、
そ
れ
は
、
偉
大
な
、
知
恵
の
味
、

悪
の
味
、
見
出
す
、
二
元
の
、
ハ
ル
モ
ニ
ア
。

今
、
り
ん
ご
は
、
り
ん
ご
を
や
め
た
。
意
味
の
腐
敗
、
そ
し
て
、
取
り
出
す
、

わ
ず
か
な
蜜
。
で
は
、
蜜
は
、
い
か
に
使
わ
れ
る
の
か
。
全
く
、
人
は
、
蜜
を

舐
め
た
だ
け
で
、
り
ん
ご
に
辿
り
つ
け
な
い
。
全
く
、
り
ん
ご
は
、
も
は
や
、

り
ん
ご
で
は
な
い
、
の
だ
か
ら
。
勤
勉
な
ミ
ツ
バ
チ
、
お
お
、
自
ら
の
針
に
刺

さ
れ
、
二
重
の
死
に
陥
る
者
、
不
協
の
和
音
で
始
ま
る
、
退
廃
の
時
。

さ
あ
、
詩
人
達
、
墓
掘
り
を
見
習
い
た
ま
え
。
冬
の
雪
の
下
、
こ
の
白
は
、
清

浄
な
死
の
色
、
黒
い
棺
は
、
汚
れ
た
生
の
色
。
ス
コ
ッ
プ
を
突
き
立
て
、
土
を

え
ぐ
る
。
な
ん
だ
、
こ
の
根
は
？
　
あ
の
見
事
な
イ
チ
イ
の
木
、
お
前
の
、
化

け
物
じ
み
た
枯
れ
具
合
、
立
派
な
墓
守
と
し
て
、
邪
魔
を
す
る
の
か
。
邪
魔
を

？
　
と
ん
で
も
な
い
。
こ
の
、
骨
ば
っ
た
手
を
見
よ
。
今
し
が
た
、
ゲ
ー
ト
を

開
け
て
き
た
、
こ
の
、
業
績
を
、
む
し
ろ
、
お
前
（
イ
チ
イ
の
木
よ
！
）
、
褒

め
称
え
て
く
れ
。
こ
の
墓
地
を
、
寂
し
い
風
景
と
言
う
の
か
。
お
前
が
慣
れ
親

し
ん
だ
世
界
が
、
お
前
を
だ
ま
そ
う
と
す
る
。
こ
の
手
が
持
つ
も
の
が
見
え
る

か
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
、
り
ん
ご
だ
っ
た
。
だ
が
こ
こ
に
は
も
う
、
そ
れ
は
、

な
い
。
り
ん
ご
、
あ
あ
、
か
つ
て
の
思
い
出
、
死
者
の
行
進
の
よ
う
に
、
再
び
、

戻
っ
て
く
る
と
し
て
も
！

音
楽
を
や
ろ
う
。
光
を
や
ろ
う
。
そ
し
て
、
形
象
を
や
ろ
う
。
そ
の
内
か
ら
、

お
お
、
偉
大
な
る
ハ
ル
モ
ニ
ア
。
り
ん
ご
は
復
活
す
る
。
り
ん
ご
を
越
え
て
、

な
お
、
り
ん
ご
を
提
示
す
る
、
こ
の
、
始
原
の
ハ
ル
モ
ニ
ア
の
も
と
に
。



3

足
音
、
な
ん
だ
ろ
う
、
さ
く
、
さ
く
と
、
雪
を
汚
す
音
、
黒
服
の
者
達
、
退
廃

の
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
り
、
悲
嘆
の
た
め
息
で
、
死
者
を
、
冒
涜
す
る
者
、
歩
み
寄

れ
、
近
く
に
、
そ
し
て
、
顔
を
、
そ
の
、
し
わ
が
れ
た
顔
を
、
見
せ
よ
（
見
せ

よ
、
御
身
の
姿
）
。
い
や
、
お
前
、
不
吉
な
黒
服
よ
、
去
れ
、
そ
し
て
、
沈
黙

せ
よ
。

退
廃
の
、
死
の
、
そ
れ
ら
の
真
実
を
、
こ
の
墓
地
に
、
求
め
る
な
。
抱
け
、
お

い
だ

お
抱
け
、
た
わ
い
な
い
も
の
、
繊
細
な
も
の
、
未
熟
な
も
の
、
そ
れ
ら
の
、
影

い
だ

の
、
生
の
、
言
葉
を
。
お
前
の
ざ
わ
め
く
血
の
な
か
で
。



4

今
は
亡
き
、
モ
ル
フ
ェ
ウ
ス

光
の
、
な
か
の
、
完
成
、
光
、
音
、
目
に
見
え
る
、
無
限
。
朦
朧
の
扉
を
開
け

て
、
降
臨
す
る
夢
と
、
そ
の
、
神
に
仕
え
る
の
か
。
い
や
、
も
は
や
、
人
間
は
、

そ
れ
ほ
ど
、
弱
く
な
い
。
だ
が
こ
の
煙
、
魅
了
す
る
、
紫
の
神
秘
。
こ
の
香
り
、

耐
え
が
た
い
衝
動
は
、
ま
だ
、
我
ら
の
地
中
深
く
、
根
を
張
っ
て
い
る
。
百
年

以
上
、
養
分
を
吸
い
取
っ
て
き
た
の
だ
。
人
の
心
（
そ
れ
が
み
か
け
、
衰
退
し

て
い
る
と
し
て
も
）
、
イ
メ
ー
ジ
、
そ
し
て
、
退
廃
に
続
く
、
病
か
ら
。

墓
掘
り
が
、
な
ぜ
、
あ
ん
な
に
も
、
痩
せ
て
い
た
の
か
。
説
明
で
き
る
か
。
冬

枯
れ
の
刻
、
食
べ
物
は
な
く
、
見
よ
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
、
未
完
の
料
理
、
半
焼

け
の
ポ
テ
ト
を
。
ま
る
で
土
を
し
ゃ
ぶ
る
よ
う
に
、
固
い
芋
を
か
じ
る
。
薄
暗

い
木
造
の
小
屋
、
そ
れ
が
、
彼
の
家
。
彼
は
、
猛
烈
な
刺
激
の
煙
か
ら
逃
れ
て

き
た
。

「
異
常
な
昂
揚
と
、
都
会
の
黙
殺
、
俺
は
ま
る
で
、
生
き
長
ら
え
た
、
犬
（
ワ

ン
ワ
ン
！
）
、
あ
わ
れ
な
冤
罪
者
！
」

白
い
手
が
、
す
っ
と
伸
び
て
く
る
、
そ
ん
な
夢
に
、
彼
は
怯
え
る
。
毎
夜
、
毎

夜
、
腕
の
付
け
根
に
は
、
モ
ル
フ
ェ
ウ
ス
！

「
お
前
は
、
俺
が
、
殺
し
た
の
だ
！
」

だ
が
、
こ
ん
な
に
も
、
純
粋
な
、
白
い
肌
、
も
し
か
し
て
、
い
や
、
そ
う
だ
、

モ
ル
フ
ェ
ウ
ス
！
　
お
前
の
曖
昧
な
魂
の
境
界
は
、
ま
だ
、
人
々
、
そ
の
、
一

人
、
一
人
の
、
純
真
な
魂
の
部
分
を
捕
ま
え
、
痺
れ
さ
せ
て
い
る
。

あ
あ
、
消
え
て
い
く
の
か
、
煙
の
な
か
に
。
輪
郭
を
失
く
し
、
溶
け
合
い
、
個

人
に
還
り
、
も
は
や
、
流
動
せ
ぬ
、
が
ら
く
た
達
の
寄
せ
集
め
。
意
味
達
よ
、

言
葉
が
持
つ
べ
き
も
の
、
そ
の
所
有
の
あ
り
か
を
巡
っ
て
、
ま
だ
、
答
え
を
出

せ
な
い
の
か
。

お
い
、
詩
人
達
、
言
葉
の
故
郷
を
思
え
。
た
だ
思
え
。
お
前
の
所
有
と
な
る
べ

き
言
葉
が
、
た
だ
の
ひ
と
つ
、
ひ
と
つ
、
そ
う
、
ひ
と
つ
で
も
、
あ
る
か
？
　

で
は
お
前
は
誰
だ
（
名
を
名
乗
れ
！
）
？
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ヴ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
、
ホ
メ
ロ
ス
、
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
、

違
う
の
か
。

ブ
レ
イ
ク
、
イ
ェ
ー
ツ
、
エ
リ
オ
ッ
ト
、

い
や
、
違
う
。

ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
、
ゲ
ー
テ
、
リ
ル
ケ
、

で
も
な
い
。

マ
ラ
ル
メ
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
、
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
、

近
い
！
　
お
前
の
精
神
の
川
上
に
、
ひ
っ
そ
り
と
顔
を
見
せ
、
苦
い
表
情
で
去

っ
て
い
く
者
達
。
退
廃
の
ゲ
ー
ト
の
先
、
だ
が
、
今
は
亡
き
、
モ
ル
フ
ェ
ウ
ス
、

そ
の
住
処
。

あ
あ
、
墓
掘
り
よ
、
無
知
な
、
い
や
、
無
意
識
な
必
然
、
お
前
は
、
煙
を
避
け
、

そ
し
て
煙
の
主
の
墓
を
、
生
業
に
選
ん
だ
の
だ
。
そ
の
、
痩
せ
た
細
胞
の
、
ひ

と
つ
、
ひ
と
つ
、
そ
こ
に
は
、
今
、
新
た
な
免
疫
が
あ
る
。
心
を
狂
わ
せ
、
崩

壊
の
業
で
、
言
葉
を
飼
い
な
ら
す
、
そ
ん
な
道
徳
に
、
抵
抗
す
る
、
ひ
と
つ
の
、

滑
ら
か
さ
、
が
、
あ
る
。

怖
れ
る
こ
と
な
く
、
手
に
取
れ
、
鍵
を
。
も
う
ひ
と
つ
の
ゲ
ー
ト
、
超
越
の
、

ゲ
ー
ト
、
そ
の
、
鍵
を
。
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復
活
す
る
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス

竪
琴
を
鳴
ら
せ
、
始
原
の
、
旅
人
よ
、
偉
大
な
る
神
、
に
し
て
、
人
間
の
、
あ

ら
ゆ
る
可
能
性
、
そ
の
、
頂
点
よ
。
御
身
の
腕
に
、
抱
か
れ
た
、
言
葉
、
こ
ん

い
だ

な
に
も
甘
く
、
柔
ら
か
い
、
自
由
、
そ
の
も
と
に
、
完
全
な
流
動
を
続
け
、
世

界
の
、
全
て
、
宇
宙
の
、
隅
々
、
に
ま
で
、
意
味
、
確
固
た
る
意
味
を
、
付
与

す
る
。
お
お
、
響
け
、
楽
師
の
旋
律
、
神
々
の
、
律
動
よ
。
こ
こ
に
お
い
て
、

言
葉
は
、
あ
の
、
奪
い
、
さ
ら
れ
た
、
自
ら
の
、
意
味
を
、
再
度
、
見
出
す
。

そ
し
て
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
、
狂
気
の
爪
に
、
引
き
裂
か
れ
た
、
あ
な
た
の
肢
体
、

美
を
宿
す
、
風
の
竪
琴
、
星
辰
の
彼
方
よ
り
、
こ
の
大
地
に
降
り
た
て
。
伝
え

よ
、
我
ら
の
忘
れ
た
歌
、
完
全
な
る
調
律
の
、
あ
ら
ゆ
る
必
然
、
存
在
、
形
象
、

意
義
を
。

こ
れ
ら
咲
き
誇
る
自
然
に
、
御
身
を
感
じ
、
御
身
を
捉
え
る
、
そ
の
よ
う
な
、

詩
人
が
、
か
つ
て
、
存
在
し
た
。
花
の
内
に
、
花
で
あ
る
、
そ
れ
、
以
上
の
、

目
的
を
創
造
し
、
若
き
踊
り
子
の
、
天
と
地
を
描
く
、
無
限
の
円
舞
に
、
添
え

た
。
花
は
、
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
、
そ
う
、
御
身
そ
の
も
の
。
宿
り
し
者
、
そ
し
て

世
界
そ
の
も
の
、
ひ
と
つ
の
、
風
、
ひ
と
つ
の
、
呼
吸
に
、
あ
な
た
の
調
べ
が
、

震
え
て
い
る
。
聴
か
な
け
れ
ば
、
な
ら
な
い
。
だ
が
、
何
と
い
う
こ
と
か
。
公

園
の
大
木
、
海
辺
の
岩
、
大
空
の
雲
、
そ
れ
ら
の
、
ど
こ
に
も
、
今
、
あ
な
た

は
不
在
。
た
だ
、
声
の
み
が
、
遥
か
な
天
蓋
に
―
―

あ
あ
、
詩
人
達
！
　
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
、
あ
の
、
詩
神
の
、
始
原
の
声
を
、
ど
の

よ
う
な
、
感
覚
器
官
で
聴
い
て
い
る
と
い
う
？
　
頭
の
、
固
い
頭
骨
を
浸
透
し
、

オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
、
そ
の
声
、
そ
の
、
意
味
を
、
か
つ
て
の
、
あ
の
、
詩
人
の
よ

う
に
、
提
示
し
て
み
る
が
よ
い
！
　
彼
は
耐
え
て
み
せ
た
。
大
い
な
る
息
衝
き

を
受
け
取
り
、
そ
れ
を
、
新
た
な
響
き
に
し
て
、
返
し
た
。
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
、

そ
の
、
調
べ
の
も
と
に
。

退
廃
が
、
押
し
寄
せ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
今
？
　
そ
れ
と
も
、
昔
？
　
あ
の
時
、

詩
神
の
腕
を
見
つ
め
、
言
葉
に
響
き
を
与
え
、
だ
が
、
自
ら
は
、
成
れ
な
か
っ

た
、
者
達
、
象
徴
の
子
ら
、
魔
術
の
、
最
後
の
、
子
孫
達
、
人
間
の
、
単
純
な
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感
覚
に
は
、
詩
神
の
熱
い
抱
擁
は
、
耐
え
ら
れ
な
い
。
飽
和
す
る
神
経
、
一
体

ど
れ
だ
け
の
、
詩
人
の
、
神
経
を
、
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
、
あ
な
た
は
、
焼
き
切
っ

て
、
き
た
こ
と
か
。

不
在
の
あ
な
た
は
、
し
か
し
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
、
降
り
立
つ
。
我
ら
が
望
む

と
こ
ろ
、
望
む
時
、
捉
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
、
大
き
さ
で
。
無
限
を
、
手
に
、

い
れ
よ
。
自
ら
の
内
に
、
そ
の
、
萌
芽
を
見
つ
め
よ
。
こ
ん
な
に
も
―
―
そ
う
、

我
ら
は
、
伸
展
す
る
。
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
、
あ
な
た
と
、
今
度
こ
そ
、
完
全
に
、

一
致
す
る
た
め
。
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生
、
と
、
ふ
た
つ
の
獣

な
ら
ば
命
を
、
人
が
、
生
き
る
と
い
う
、
そ
の
、
最
も
偉
大
な
仕
事
の
内
に
、

添
え
ら
れ
る
だ
け
の
言
葉
を
、
果
た
し
て
、
添
え
て
き
た
の
か
。
む
し
ろ
、
そ

れ
は
、
言
葉
を
必
要
と
し
て
い
た
か
。
あ
の
、
瑞
々
し
さ
、
何
の
働
き
か
け
、

ゆ
え
で
も
な
い
、
己
の
内
部
か
ら
の
、
激
し
い
ほ
と
ば
し
り
。
そ
の
流
れ
を
受

け
て
、
言
葉
は
ば
ら
ば
ら
に
、
砕
け
散
っ
た
の
で
は
、
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
を
、

お
お
、
詩
人
達
、
退
廃
の
、
詩
人
達
よ
、
お
前
達
は
、
四
散
す
る
言
葉
に
、
し

が
み
つ
き
、
も
は
や
、
意
味
を
、
放
棄
し
た
の
だ
。
言
葉
の
、
あ
の
、
命
、
そ

の
も
の
を
。

こ
の
、
無
意
味
な
、
対
峙
、
お
前
の
、
目
の
前
の
、
ひ
と
つ
の
命
に
、
一
体
、

ど
れ
だ
け
の
も
の
が
、
必
要
と
言
う
の
か
。
お
前
は
見
る
だ
ろ
う
。
命
が
連
れ

た
、
ふ
た
つ
の
獣
を
。
ひ
と
つ
は
赤
く
、
天
ま
で
焦
が
す
ほ
ど
の
、
た
ぎ
る
炎
、

そ
れ
は
、
存
在
を
打
ち
消
す
、
心
の
大
槍
。
人
が
、
人
で
、
あ
る
た
め
の
、
己

の
核
を
く
わ
え
、
そ
し
て
、
情
念
に
燃
え
て
い
る
。
そ
の
、
激
し
さ
を
、
お
前

は
き
っ
と
、
侮
蔑
す
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
青
く
、
泣
き
叫
ぶ
声
が
、
人
を
、
前

に
、
進
ま
せ
る
。
そ
れ
は
忘
却
、
そ
し
て
、
思
い
出
、
お
前
は
そ
こ
に
、
と
も

す
れ
ば
、
人
が
、
ど
の
よ
う
に
、
生
ま
れ
て
く
る
の
か
、
そ
の
、
真
実
を
、
見

つ
け
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
こ
に
は
、
お
前
に
と
っ
て
も
、
例
外
な
く
、
至
上

の
忘
却
が
、
待
っ
て
い
る
。
お
前
が
、
心
の
あ
る
ふ
り
を
し
て
、
生
に
近
付
く

時
、
一
体
、
お
前
は
、
生
の
何
に
、
触
れ
ら
れ
る
と
い
う
の
か
。
向
き
合
う
た

め
、
と
言
う
の
か
。
だ
が
、
お
前
が
、
生
の
前
で
言
葉
を
使
う
時
、
そ
れ
は
、

逃
げ
る
た
め
、
で
は
、
な
い
の
か
。
そ
う
な
の
だ
、
も
は
や
、
ば
ら
ば
ら
の
、

褪
せ
た
言
葉
達
、
そ
の
落
ち
葉
に
、
隠
れ
る
よ
う
に
、
あ
あ
、
退
廃
の
詩
人
達
、

命
が
、
ど
こ
か
ら
や
っ
て
き
た
の
か
、
そ
れ
す
ら
も
、
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

生
ま
れ
る
、
と
言
う
。
だ
が
、
自
分
を
生
む
の
は
、
自
分
で
は
な
い
の
か
。
あ

ら
ゆ
る
も
の
が
、
響
き
渡
っ
て
い
た
、
あ
の
、
隠
さ
れ
た
洞
窟
か
ら
、
人
は
、

や
っ
て
く
る
。
そ
れ
な
の
に
、
あ
あ
、
命
に
、
言
葉
を
添
え
よ
う
な
ど
と
―
―

見
つ
め
た
ま
え
、
命
は
、
そ
う
、
言
葉
、
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
。
お
前
が
受
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け
取
る
も
の
、
そ
し
て
、
激
流
の
、
痛
い
ほ
ど
の
圧
力
、
飛
沫
、
飛
び
散
る
光
、

し
ぶ
き

そ
れ
ら
を
感
じ
た
な
ら
ば
、
お
前
は
も
う
、
言
葉
を
、
探
さ
な
く
て
も
よ
い
の

だ
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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